
建設キャリアアップシステム（CCUS）説明会について 利根川下流河川事務所

建設キャリアアップシステム（CCUS）とは
・建設キャリアアップシステムは、技能者ひとり一人の就業実績や資格を登録し、技能の公正な評価
、工事の品質向上、現場作業の効率化などにつなげるシステムです。

詳しくはこちらをご覧下さい。一般財団法人建設業振興基金CCUSについて: 建設キャリアアップシ
ステム（https://www.ccus.jp/p/about）

CCUS活用推奨モデル工事（試行）となっている「Ｒ５利根川右岸森⼾町⽔路その２⼯事」の受注者で
ある岡田土建（株）の主催により、建設キャリアアップシステム（CCUS）説明会が開催されました。

7/9には銚子出張所管内の施工業者を対象とし開催し、元請けと下請け業者合わせて10社、17名が参
加。7/10には利根川下流河川事務所発注担当職員に対して開催されました。

説明会では、一般財団法人建設業振興基金から講師を招き、システム概要、元請けとしての運用上の
注意点の説明、また実際のシステムからの操作実習を実施。発注職員に対しては、システム概要、モデ
ル工事実施にあたっての確認点などを説明して頂きました。

日 時：令和６年７月９日（火）＜施工業者対象＞、１０日（水）＜発注者対象＞
場 所：東総地区クリーンセンター

施工業者向け説明会の様子 発注者への説明会の様子



技能者にカードを交付

＜建設キャリアアップシステムの概要＞

技能者が現場入場の際に
カードタッチで履歴を蓄積

ピッ！

工事情報を登録し、
カードリーダーを設置【技能者情報】

・本人情報
・保有資格
・社会保険加入 等

社会保険加入の確認、施工体制台帳の作成 など

建設キャリアアップシステムの目的

目的

「建設キャリアアップシステム」は、技能者の資格や現場就業履歴等を業界横断的に
登録・蓄積し、 技能・経験に応じた適切な処遇につなげようとするもの

技能者の技能・経験に応じた処遇改善を進めることで、①若い世代がキャリアパスの
見通しをもて 、②技能者を雇用し育成する企業に人が集まる建設業を目指す

また、社会保険加入の確認や施工体制の確認などの現場管理を効率化し、生産性
向上を目指す

技能者の処遇

人材確保

生産性向上

経験や資格に応じたレベル判定

経験・技能に応じた処遇

現場管理での活用

レベルに応じた賃金支払い

就業履歴の蓄積 能力評価の実施技能者・事業者の事前登録

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4

見習い

中堅
技能者

職長

登録基幹
技能者

指導者

昇格
評定

昇格
評定

昇格
評定

昇格
評定


